
 

 

 

 

 

 

25）九重火山 



噴出物
年代

(年前：暦年)

噴出量

(DRE　km
3
)

1995年

硫黄岳噴火
18-19 －

1738年噴火 276 －

1675年噴火 339 －

1662年噴火 352 －

降下火山灰層
(硫黄山，

久住分れテフ

ラ:3.7ka*13等)

0-5000 －

黒岳火砕流

堆積物

溶岩ドーム

大船山頂

溶岩ドーム
1700 不明

大船(東?)火砕

流堆積物

大船降下火山灰

不明

大船東溶岩 不明

大船南溶岩 3000 0.92

一番水溶岩 4300
※1 不明

岳麓寺溶岩 0.62

板切溶岩 不明
ガラン台

降下スコリア

(米窪玄武岩質降下ス

コリア?)

0.04

溶岩 不明

米窪降下

スコリア
不明

火砕物 0.05

火砕物(1-3)
(A0降下火山灰：段

原1降下ｽｺﾘｱ直下)

0.09

溶岩 0.04

鉢窪火砕丘 6500※1 不明

A1降下火山灰 6380 0.21

立中山火砕丘 0.11

大船北部溶岩？ 0.12

泉水山溶岩？ 7000 0.3

沢水火砕流堆積物？ 8500※1 0.07

A2降下火山灰 10,000 0.13

鍋割坂火砕流堆積物 不明

字見台火砕流堆積物 0.14
平治岳火山

平治岳降下スコリア
13,500 0.25

七里田降下火山礫 16,640※1 0.01

古期大船溶岩

北尾根溶岩

台の山溶岩

(台の山火砕

流堆積物?)
よしが池岩屑な

だれ堆積物

男池溶岩

火砕流堆積物

溶岩

湯沢山溶岩

松の台岩屑

なだれ堆積物

指山溶岩

火砕流堆積物

溶岩流

稲星越岩屑

なだれ堆積物

中岳溶岩

白口山溶岩

火砕流堆積物

溶岩

火砕流堆積物

溶岩

展望台溶岩

諏蛾守越火砕流

堆積物

(A3降下火山灰?)

星生山溶岩

星生北溶岩

火砕流堆積物 不明

肥前ヶ城溶岩 0.06

扇ヶ鼻溶岩 0.06

扇ヶ鼻南溶岩 不明

火砕流堆積物 不明

長湯降下

スコリア
32,190 0.04

中組牧場火砕流堆積

物(室火砕流?)
35,370 0.13

板切降下火山礫 39,970 0.01

白丹火砕流堆積物

稲葉川泥流堆積物
44,570 0.09

寒ノ地獄火砕流

堆積物
0.24

岩井川岳溶岩 0.19

飯田火砕流

堆積物

九重第1降下軽石

九重D降下火山灰

湯坪降下軽石

有氏降下石質岩片

宮処野降下スコリア

仏原降下軽石

0.05

鳴子山火山 不明

豊後渡火砕流堆積物 0.01

溶岩 不明

下坂田火砕流堆積物 不明

合頭山火山 不明

宮城火砕流堆積物 不明

硫黄山溶岩 不明

沓掛山火山 不明

猟師山火山 不明

第
4
期

第
3
期

第
2期

第
1
期

25.九重火山

1600

2700
※1

6000※1

1700

5600

6900
※1

12,720

18,000

20,000

－：水蒸気噴火

※1：層序から年代を推定して反映

30,000-

50,000

30,000

30,000-

50,000

36,000

54,000

83,000-

220,000

7.2

1.7
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2.67

0.81
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噴出年代(年前：暦年)

噴出量－時間階段図（九重火山）

第2期

飯田火砕流

九重第1降下軽石

等

年代・噴出量が不明なイベント

※楕円の幅は想定される活動期間に相当

活動年代が期間として

反映されているイベント

第1期
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23

25
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積
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噴
出
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噴出年代(年前：暦年)
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活動年代が期間として

反映されているイベント

年代・噴出量が不明なイベント

※楕円の幅は想定される活動期間に相当

扇ヶ鼻南溶岩，火砕流

第3期 第4期

扇ヶ鼻火山

中岳火山

星生山火山

三俣山火山

台の山火山

大船南溶岩

黒岳火山

鍋割坂火砕流

鉢窪火砕丘

板切溶岩

米窪降下スコリア，

溶岩流，

大船山頂

溶岩ドーム，

大船火砕流，

大船火降下山灰，

大船東溶岩

一番水溶岩

 
第 25－1 図 噴出量－時間階段図（九重火山）



第 25－1 表 データセット（九重火山） 

種類 年代値 根拠 信頼度 年代(年前：暦年)　注2） 根拠 信頼度 体積(DRE)　注4）

1995年

硫黄岳噴火

水蒸気噴火：

降下火山灰
AD1995-1996 近代観測 ◎ 18-19 － 0.005 GIS算出体積 ○ － － －

1738年噴火 水蒸気噴火 AD1738 古文書解析 ◎ 276 － － － － － － －

1675年噴火 水蒸気噴火 AD1675 古文書解析 ◎ 339 － － － － － － －

1662年噴火 マグマ噴火？ AD1662 古文書解析 ◎ 352 － － － － － － －

降下火山灰
水蒸気噴火(少なくと

も8イベント)
過去5000年間 14C年代 ○ 0-5000 － － － － － － －

黒岳火砕流

堆積物
火砕流 0.1※4 分布面積と層厚から算出 ○

溶岩ドーム 溶岩ドーム 1.6※4 分布面積と層厚から算出 ○

大船山頂

溶岩ドーム
溶岩ドーム 1.7ka 層序 ● 1700 － 不明 － － － － －

大船(東?)火砕流堆

積物

大船降下火山灰

火砕流 層序 ● － 不明 － － － － －

大船東溶岩 溶岩流 層序 ● － 不明 － － － － －

大船南溶岩 溶岩流 2-4cal ka 14C，層序 ● 3000 3000 0.92※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.92 0.92 ※8

一番水溶岩 溶岩流 5.6ka以降 層序 ▲
4300

（層序から推定）
－ 不明 － － － － －

岳麓寺溶岩 溶岩流
7.3ka(K-Ah)以降5.6ka以前

6〜5cal ka

層序
14C，層序

▲

●
6000 0.62※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.62 0.62 ※8

板切溶岩 溶岩流
7.3ka(K-Ah)以降

5.6ka以前
層序 ▲ － 不明 － － － － －

ガラン台降下

スコリア
降下スコリア

1760±40yBP

1700±20yBP

14C年代
14C年代

○

○
0.04

※4 早川法 ○ 0.04 ※8

溶岩 溶岩流 1.7ka 層序 ▲ 不明 － － － －

米窪

降下スコリア
降下スコリア

久住分れテフラ上位

1.7ka
層序 ▲ 不明 － － － －

火砕物
降下火砕物

(一部溶結)
1.7ka 層序 ▲ 0.05

※4 早川法(火山灰) ○ 0.05 ※8

火砕物(1-3)
(A0降下火山灰)

降下火砕物

(一部溶結)
0.09

※4 早川法 ○ 0.09 ※8

溶岩 溶岩流 0.04※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.04 ※8

鉢窪火砕丘 降下火砕物 7.3ka以降5.6ka以前 層序 ▲
6500

(層序から推定)
－ 不明 － － － － －

A1降下火山灰 降下火山灰

5610±40yBP

5860±40yBP以降

6〜5cal ka

14
C年代

引用(14C年代)
14C，層序

○

○

●
6305-6467※2 6380 0.21※4 早川法 ○ 0.21 0.21 ※8

立中山火砕丘
降下火砕物

（一部溶結）

7.3ka(K-Ah)以降

6〜5cal ka

層序
14
C，層序

▲

●
0.11※4 分布面積と層厚から算出

(立中山溶岩)
○ 0.11 ※8

大船北部

溶岩？
溶岩流 6〜5cal ka 14C年代，層序 ● 0.12※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.12 ※8

泉水山溶

岩？
溶岩流

7cal ka
(更に古い可能性あり)

14
C年代，層序 △ 7000 7000 0.3

※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.3 0.3 ※8

沢水火砕流

堆積物？
火砕流 不明 － －

8500

(層序から推定)
8500 <0.15 根拠未記載 △ 0.072 0.07 ※8

A2降下火山灰 降下火山灰
10,290±150yBP

10cal ka

14
C年代

14
C,層序

◎

◎
10,000 10,000 0.13※4 早川法 ○ 0.13 0.13 ※8

鍋割坂火砕流

堆積物
火砕流 不明 －(字見台と同時期？) － － 不明 － － － － －

字見台火砕流

堆積物
火砕流 10,810±50yBP 14

C年代 ○ 12,720 <0.3 根拠未記載 △ 0.144 0.14 ※8

平治岳火山,平治岳

降下スコリア

溶岩流，

火砕岩

15ka以降

16〜11cal ka

層序
14
C，層序

▲

●
13,500 13,500

0.15
※4

0.1※4

分布面積と層厚から算出

早川法(テフラ)

○

○
0.25 0.25 ※8

七里田

降下火山礫
降下火砕物 不明 (松の台岩屑なだれと字見台火砕流の間) －

16,640

(層序から推定)
16,640 0.012 根拠未記載 △ 0.00576 0.01 ※8

古期大船溶岩 溶岩流 不明 － － 不明 － － －

北尾根溶岩 溶岩流 不明 － － 不明 － － －

台の山溶岩 溶岩流 16〜11cal ka 14C，層序 ● 0.37※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.37

(台の山火砕流

堆積物?)
火砕流 不明 － － 0.01 根拠未記載 △ 0.0048

よしが池

岩屑なだれ
岩屑なだれ 16〜11cal ka 14C，層序 ▲ 0.01 根拠未記載 △ －

男池溶岩 溶岩流 16〜11cal ka 14C，層序 ▲ 0.06※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.06

火砕流堆積物 火砕流 不明 － － 不明 － － －

溶岩 溶岩流 10cal ka 14
C，層序 ● 0.56

※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.56

湯沢山溶岩 溶岩流 10cal ka 14
C，層序 ● 0.84

※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.84

松の台

岩屑なだれ
岩屑なだれ 17,050±60yBP 14C年代 ○ 0.61※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.61

指山溶岩 溶岩流 不明 － － 不明 － － －

火砕流堆積物 火砕流 不明 － － 不明 － － －

溶岩流 溶岩流 不明 － － 不明 (0.56に包含？) － －

稲星越

岩屑なだれ
岩屑なだれ 17,600±60yBP 14C年代 ○ 不明 － － －

中岳溶岩 溶岩流 10cal ka 14C，層序 ▲ 0.09※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.09

白口山溶岩 溶岩流 不明 － － 不明 － － －

火砕流堆積物 火砕流 不明 － － 不明 － － －

溶岩 溶岩流 不明 － － 不明 － － －

火砕流堆積物 火砕流 不明 － － 不明 － － －

溶岩 溶岩流 22.3±6.2ka TL年代 △ 1.2※4 分布面積と層厚から算出 ○ 1.2

展望台溶岩 溶岩流 12〜10cal ka 14C，層序 ▲ 0.1※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.1

諏蛾守越火砕流堆

積物

(A3降下火山灰?)

火砕流

降下火山灰
不明 － －

0.063

0.005

根拠未記載

根拠未記載

△

△
0.03324

星生山溶岩 溶岩流 52.8±3.8ka TL年代 △ 0.13※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.13

星生北溶岩 溶岩流 12〜10cal ka 14C，層序 ▲ 0.05※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.05

火砕流堆積物 火砕流 不明 － － 不明 － － －

肥前ヶ城溶岩 溶岩流 25.8±1.6ka TL年代 △ 0.06※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.06

扇ヶ鼻溶岩 溶岩流 75.6±7.0ka TL年代 △ 0.06※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.06

扇ヶ鼻南溶岩 溶岩流 不明 － － 不明 － － －

火砕流堆積物 火砕流 不明 － － 不明 － － －

長湯

降下スコリア
降下火砕物

24,580±180yBP

ATの下位
引用(14C)

層序

○

▲

32,190

（層序から推定）
32,190 0.064 根拠未記載 △ 0.0384 0.04 ※8

中組牧場火砕

流堆積物

(室火砕流?)

火砕流

32,310±160yBP以降

31,500±170yBP

32,970±210yBP

33,950±220yBP

31,690±190yBP

14C年代
14C年代
14C年代
14C年代

引用(14C年代)

○

○

○

○

○

34,936-35,816※2 35,370 0.28 根拠未記載 △ 0.1344 0.13 ※8

板切降下

火山礫
降下火砕物 不明(室，白丹火砕流の間) － ▲

39,970

(層序から推定)
39,970 0.018 根拠未記載 △ 0.0108 0.01 ※8

白丹火砕流

堆積物

稲葉川泥流

堆積物

火砕流，

泥流

24(AT)〜35ka

45,690±990yBP

48,390±1140yBP

41,060±380yBP

14C年代，層序

引用(14C年代)
14C年代
14C年代

●

○

○

○

43,785-45,294※2 44,570 0.18 根拠未記載 △ 0.0864 0.09 ※8

寒ノ地獄火砕

流堆積物
火砕流

16〜14cal ka

15,320±790yBP

14C年代，層序

引用（14C）

◎

◎
0.24

※4

0.34

面積と層厚から算出

根拠未記載

○

△
0.24 ※8

岩井川岳溶岩 溶岩流 4-5cal ka 14C，層序 △ 0.19※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.19 ※8

1.7

1700

6000

(層序から推定)

6900

(層序から推定)

12659-12778
※2

18,000※1

20,000
※1

36,000※1

30,000※1

30,000-50,000

1700

6900

30,000

※8

※8

30,000-50,000

2.58

0.81
※4※5

2.67
2.67
※4※5

※8

※8

0.43

0.81

0.12

30,000-50,00030,000-50,000

5600 5600

36,000

20,000

18,000

4630±30yBP(1)

4890±40yBP(2/3)

5.6ka

14
C年代

引用(14C)
14C年代

1710±50yBP

1.6cal ka

1.7ka

段原火砕物より上位

3.7ka以前

14C年代
14
C年代，層序

14
C年代

1600
1.72
※4※5

体積（kｍ3）

25.九重火山

名称　注1） 年代 噴出量

文献 積算噴出量

（DRE km3）

採用噴出量

（DRE km3）
採用年代値　

注3） 文献

◎

◎

○

1.7 ※8

4

1600

2700

（層序から推定）

2.58
※4※5

4
※4※5

※8

0.09

0.13

0.23

○

○

○

 



第 25－1 表 続き 
飯田火砕流

堆積物

火砕流

（一部溶結）

九重第1

降下軽石
降下火砕物

九重D降下

火山灰
降下火砕物

湯坪降下軽石 降下火砕物

有氏降下石質

岩片,

宮処野降下ス

コリア,

仏原降下軽石

降下火砕物 不明 － － －

0.0088

0.051

0.016

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

△

△

△

0.04548 0.05 ※8

鳴子山火山
溶岩流，

降下火砕物
91±15ka K-Ar年代 ○ 91,000 不明 － － － － －

豊後渡火砕

流堆積物
火砕流 0.03 根拠未記載 △ 0.0144 0.01 ※8

溶岩
溶岩流，

火砕岩
不明 － － － － －

下坂田火砕

流堆積物
火砕流

110±40ka

90-120ka

FT年代

層序(Aso3とAso4)

○

●
110,000 不明 － － － － －

合頭山火山
溶岩流，

火砕岩

0.11±0.03Ma

150ka以降

FT年代 ○

○
110,000 不明 － － － － －

宮城火砕流

堆積物
火砕流

150±40ka

120-140ka

FT年代

層序(Aso2とAso3)

○

○
130,000 不明 － － － － －

硫黄山溶岩 溶岩流 150±16ka K-Ar年代 ○ 150,000 不明 － － － － －

沓掛山火山
溶岩流，

火砕岩

146±17ka

159±18ka

161±13ka

60.8±6.4ka

90±30ka

170±30ka

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

TL年代

K-Ar年代

K-Ar年代

○

○

○

△

△

○

60,000-

170,000
不明 － － － － －

猟師山火山
溶岩流，

火砕岩

0.18±0.07Ma

217±6ka

FT年代

K-Ar年代

◎

○

180,000-

217,000
不明 － － － － －

※1：階段図等から読み取った年代

※2：暦年較正にはCalib7を使用した

※87.2 7.2

引用(層厚と面積:復元)

根拠未記載

根拠未記載

GIS算出体積

根拠未記載

○

△

△

○

△

83,000-

220,000

5

(pfl)

12

(総計)

6.2

(pfa)

2.03

(pfa)

0.41
(Kj-D)

54,000

83,000-

220,000

54,000

●

△

△

△

▲

○

△

○

△

○

△

△

○

○

○

35ka〜90(Aso4)

>32,300yBP

23,030±1170yBP

35,000±8000yBP

35-30ka

>40ka

31,910±50

53,520±1140yBP

70-80ka

50ka

0.074±0.026Ma

0.083±0.03Ma

85±4ka

83±3ka

220±80ka

14C年代，層序

引用(14C年代)

引用(14C年代)

引用(U-Th年代)

引用(層序)

引用(14C年代)

引用(14C年代)
14C年代

引用(FT年代)

引用，層序，14C

FT年代

FT年代

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

※4：文献中でDRE換算されている値

※5：階段図等から読み取った体積

※6：第四紀火山カタログ委員会編(1999)より引用

※7：第四紀火山カタログと文献の体積の差分

※8：年代で順序を入れ替えて積算

注4）：DRE換算は火砕流：1.2g/cm3（溶結：1.6），

降下火砕物：1.5g/cm
3
，成層火山：1.9g/cm

3
,

溶岩：2.5g/cm3を用いた(Umeda et al, 2013)

○：信頼度高い

△：信頼度低い

×：文献を基に推定した

注1）：名称については，より新しい知見に基づく

注2）：測定誤差の小さいものを選出した

注3）：幅がある場合には中央値を採用した

・放射年代：◎査読付論文，○講演要旨等(査読なし)，

△層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿，時間間隙を均等分配：

●上下層が放射年代で規定，▲上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎　・本調査内で文献を基に推定：×

※3：文献の暦年代が層序と矛盾する場合，Calib7で較正し直した



第 25－2 表（1） 活動履歴帳票（九重火山） 

　

主要参考文献　鎌田（1997）, Kamata amd Kobayashi (1997)

活動期 噴出物 マグマ種類 噴火様式 年代 根拠 引用信頼度 根拠 引用 信頼度

1995年硫黄岳噴火 － 水蒸気噴火：降下火山灰 AD1995-1996 近代観測 *2 ◎ 0.005 GIS算出体積 *14 ○

1738年噴火 － 水蒸気噴火 AD1738 古文書解析 *3 ◎ － － － －

1675年噴火 － 水蒸気噴火 AD1675 古文書解析 *3 ◎ － － － －

1662年噴火 － マグマ噴火？ AD1662 古文書解析 *3 ◎ － － － －

降下火山灰層(硫黄山，

久住分れテフラ:3.7ka*13)
－

水蒸気噴火

（少なくとも8イベント）
過去5000年間 14C年代 *4 ○ － － － －

黒岳火砕流堆積物 安山岩 火砕流 0.1 分布面積と層厚から算出 *1 ○

溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム 1.6 分布面積と層厚から算出 *1 ○

大船山頂溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム 1.7ka 層序 *13 ● 不明 － － －

大船(東?)火砕流堆積物

大船降下火山灰

安山岩〜

デイサイト
火砕流 層序 *13 ● 不明 － － －

大船東溶岩
安山岩〜

デイサイト
溶岩流 層序 *13 ● 不明 － － －

大船南溶岩 安山岩 溶岩流 2-4cal ka 14
C，層序 *1 ● 0.92 分布面積と層厚から算出 *1 ○

一番水溶岩 デイサイト 溶岩流 5.6ka以降 層序 *13 ▲ 不明 － － －

岳麓寺溶岩 安山岩 溶岩流

7.3ka(K-Ah)以降

5.6ka以前

6〜5cal ka

層序

14C，層序

*13

*1

▲

●

0.62 分布面積と層厚から算出 *1 ○

板切溶岩 安山岩 溶岩流
7.3ka(K-Ah)以降

5.6ka以前
層序 *13 ▲ 不明 － － －

ガラン台降下スコリア

(米窪玄武岩質降下スコリア?)
玄武岩質安山岩 降下スコリア

1760±40yBP

1700±20yBP

14
C年代

14C年代

*13

*13

○

○
0.04 早川法 *1 ○

溶岩 玄武岩質安山岩 溶岩流 1.7ka 層序 *13 ▲ 不明 － － －

米窪降下スコリア 安山岩 降下スコリア
久住分れテフラ以降

1.7ka
層序 *13 ▲ 不明 － － －

火砕物 安山岩 降下火砕物(一部溶結) 1.7ka 層序 *13 ▲ 0.05 早川法(火山灰) *1 ○

火砕物(1-3)
(A0降下火山灰：段原1降下ｽｺﾘｱ直下)

安山岩 降下火砕物(一部溶結) 0.09 早川法 *1 ○

溶岩 安山岩 溶岩流 0.04 分布面積と層厚から算出 *1 ○

鉢窪火砕丘 － 降下火砕物 7.3ka以降5.6ka以前 層序 *13 ▲ 不明 － － －

A1降下火山灰 － 降下火山灰

5610±40yBP

5860±40yBP以降

6〜5cal ka

14
C年代

引用(
14
C年代)

14
C，層序

*13

*13

*1

○

○

●

0.21 早川法 *1 ○

立中山火砕丘 玄武岩質安山岩 降下火砕物（一部溶結）
7.3ka(K-Ah)以降

6〜5cal ka

層序
14
C，層序

*13

*1

▲

●
0.11

分布面積と層厚から算出

(立中山溶岩)
*1 ○

大船北部溶岩？ － 溶岩流 6〜5cal ka 14C年代，層序 *1 ● 0.12 分布面積と層厚から算出 *1 ○

泉水山溶岩？ 安山岩 溶岩流
7cal ka
(更に古い可能性あり)

14
C年代，層序 *1 △ 0.3 分布面積と層厚から算出 *1 ○

沢水火砕流堆積物？ 安山岩 火砕流 不明 － － － <0.15 根拠未記載 *12 △

A2降下火山灰 － 降下火山灰
10,290±150yBP

10cal ka

14C年代
14
C,層序

*1

*1

◎

◎
0.13 早川法 *1 ○

鍋割坂火砕流堆積物 － 火砕流 不明 －(字見台と同時期？) *13 － 不明 － － －

字見台火砕流堆積物 デイサイト 火砕流 10,810±50yBP 14
C年代 *13 ○ <0.3 根拠未記載 *12 △

平治岳火山

平治岳降下スコリア
玄武岩質安山岩 溶岩流，火砕岩

15ka以降

16〜11cal ka

層序
14
C，層序

*13

*1

▲

●

0.15
0.1

分布面積と層厚から算出

早川法(テフラ)

*1

*1

○

○

七里田降下火山礫 安山岩 降下火砕物 不明
（松の台岩屑なだれと字

見台火砕流の間）
－ － 0.012 根拠未記載 *12 △

古期大船溶岩 デイサイト 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

北尾根溶岩 デイサイト 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

台の山溶岩 安山岩 溶岩流 16〜11cal ka 14
C，層序 *1 ● 0.37 分布面積と層厚から算出 *1 ○

(台の山火砕流堆積物?) 安山岩 火砕流 不明 － － － 0.01 根拠未記載 *12 △

よしが池岩屑なだれ堆積物 － 岩屑なだれ 16〜11cal ka 14
C，層序 *1 ▲ 0.01 根拠未記載 *12 △

男池溶岩 安山岩 溶岩流 16〜11cal ka 14
C，層序 *1 ▲ 0.06 分布面積と層厚から算出 *1 ○

火砕流堆積物 安山岩 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

溶岩 安山岩 溶岩流 10cal ka 14
C，層序 *1 ● 0.56 分布面積と層厚から算出 *1 ○

湯沢山溶岩 安山岩 溶岩流 10cal ka 14
C，層序 *1 ● 0.84 分布面積と層厚から算出 *1 ○

松の台岩屑なだれ堆積物 － 岩屑なだれ 17,050±60yBP 14
C年代 *13 ○ 0.61 分布面積と層厚から算出 *1 ○

指山溶岩 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

火砕流堆積物 安山岩 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

溶岩流
安山岩〜

デイサイト
溶岩流 不明 － － － 不明 (0.56に包含？) *1 －

稲星越岩屑なだれ堆積物 － 岩屑なだれ 17,600±60yBP 14C年代 *13 ○ 不明 － － －

中岳溶岩 安山岩 溶岩流 10cal ka 14C，層序 *1 ▲ 0.09 分布面積と層厚から算出 *1 ○

白口山溶岩 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

火砕流堆積物 安山岩 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

溶岩 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

火砕流堆積物 安山岩 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

溶岩 安山岩 溶岩流 22.3±6.2ka TL年代 *8 △ 1.2 分布面積と層厚から算出 *1 ○

展望台溶岩 安山岩 溶岩流 12〜10cal ka 14
C，層序 *1 ▲ 0.1 分布面積と層厚から算出 *1 ○

諏蛾守越火砕流堆積物

(A3降下火山灰?)

安山岩

デイサイト

火砕流

降下火山灰
不明 － － －

0.063

0.005

根拠未記載

根拠未記載

*12

*12

△

△

星生山溶岩 安山岩 溶岩流 52.8±3.8ka TL年代 *8 △ 0.13 分布面積と層厚から算出 *1 ○

星生北溶岩 デイサイト 溶岩流 12〜10cal ka 14
C，層序 *1 ▲ 0.05 分布面積と層厚から算出 *1 ○

火砕流堆積物 デイサイト 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

肥前ヶ城溶岩 デイサイト 溶岩流 25.8±1.6ka TL年代 *8 △ 0.06 分布面積と層厚から算出 *1 ○

扇ヶ鼻溶岩 デイサイト 溶岩流 75.6±7.0ka TL年代 *8 △ 0.06 分布面積と層厚から算出 *1 ○

扇ヶ鼻南溶岩 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

火砕流堆積物 安山岩 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

長湯降下スコリア 安山岩 降下火砕物
24,580±180yBP

ATの下位
引用(

14
C)

層序

*13

*13

○

▲
0.064 根拠未記載 *12 △

中組牧場火砕流堆積物

(室火砕流堆積物)
－ 火砕流

32,310±160yBP以降

31,500±170yBP

32,970±210yBP

33,950±220yBP

31,690±190yBP

14C年代
14C年代
14C年代
14C年代

引用(14C年代)

*13

*6

*6

*6

*6

○

○

○

○

○

0.28 根拠未記載 *12 △

板切降下火山礫 デイサイト 降下火砕物 不明(室，白丹火砕流の間) － *12 ▲ 0.018 根拠未記載 *12 △

白丹火砕流堆積物

稲葉川泥流堆積物
デイサイト 火砕流，泥流

24(AT)〜35ka

45,690±990yBP

48,390±1140yBP

41,060±380yBP

14C年代，層序

引用(14C年代)
14C年代
14C年代

*2

*6

*6

*6

●

○

○

○

0.18 根拠未記載 *12 △

寒ノ地獄火砕流堆積物
安山岩〜

デイサイト
火砕流

16〜14cal ka

15,320±790yBP

14C年代，層序

引用（14C）

*1

*2

◎

◎

0.24
0.34

面積と層厚から算出

根拠未記載

*1

*12

○

△

岩井川岳溶岩 デイサイト 溶岩流 4-5cal ka 14
C，層序 *1 △ 0.19 分布面積と層厚から算出 *1 ○

14
C年代

14C年代，層序
14
C年代

1710±50yBP

1.6cal ka

1.7ka

データベース(DB)等による年代・体積

1.72

*13

※2

体積 注)

DRE(km3
)

25.九重火山

細分・別称

◎

◎

○

*1

*1

*11

第4期

(15ka以降
*13

)

【年代】　0.2Ma〜現在(AD1996)　【体積】　24km
3

引用DB　日本の火山(http://gbank.gsj.jp/volcano/)

　　　【年代】西来ほか編(2014)，中野ほか編(2013)

　　　【体積】第四紀火山カタログ委員会編(1999)

噴火史の概略

北大船

火山

段原

火口

三俣山

噴出物

上部

三俣山

噴出物

下部

黒岳火山

大船火山

扇ヶ鼻

噴出物

第3期

(54〜

15ka*13)

中岳

火山
46±

12ka

36ka※2

*13 久住山

噴出物

稲星山

噴出物

星生山火山

50ka以降

30ka※2*13

肥前ヶ城

噴出物

台の山火山

30ka(AT)前後,

18ka
※2*13

三俣山

火山
36±

12ka

20ka※2

*13

米窪

火口

段原火砕物より上位

3.7ka以前

*13

*13

*13

4630±30yBP(1)

4890±40yBP(2/3)

5.6ka

14
C年代

引用(14C)
14
C年代

2.67

*13

※2

0.81

*13

※2

○

○

○

4
*13

※2

2.58

*13

※2

扇ヶ鼻

火山
34±3ka

65±8ka

30-

50ka※2

*13

扇ヶ鼻

火山



第 25－2 表（1） 続き 

飯田火砕流堆積物 火砕流（一部溶結）

九重第1降下軽石 降下火砕物

九重D降下火山灰 降下火砕物

湯坪降下軽石 降下火砕物

有氏降下石質岩片

宮処野降下スコリア

仏原降下軽石

安山岩 降下火砕物 不明 － － －

0.0088

0.051

0.016

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

*12

*12

*12

△

△

△

鳴子山火山 安山岩 溶岩流，降下火砕物 91±15ka K-Ar年代 *13 ○ 不明 － － －

豊後渡火砕流堆積物 安山岩 火砕流 0.03 根拠未記載 *12 △

溶岩 安山岩 溶岩流，火砕岩 不明 － － －

下坂田火砕流堆積物
安山岩〜

デイサイト
火砕流

110±40ka

90-120ka

FT年代

層序(Aso3とAso4)

*9

*13

○

●
不明 － － －

合頭山火山 安山岩 溶岩流，火砕岩
0.11±0.03Ma

150ka以降

FT年代

層序

*2

*13

○

●
不明 － － －

宮城火砕流堆積物
安山岩〜

デイサイト
火砕流

150±40ka

120-140ka

FT年代

層序(Aso2とAso3)

*6

*13

○

●
不明 － － －

硫黄山溶岩 デイサイト 溶岩流 150±16ka K-Ar年代 *13 ○ 不明 － － －

沓掛山火山
安山岩〜

デイサイト
溶岩流，火砕岩

146±17ka

159±18ka

161±13ka

60.8±6.4ka

90±30ka

170±30ka

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

TL年代

K-Ar年代

K-Ar年代

*13

*13

*13

*8

*10

*10

○

○

○

△

△

○

不明 － － －

猟師山火山 安山岩 溶岩流，火砕岩
0.18±0.07Ma

217±6ka

FT年代

K-Ar年代

*2

*10

◎

○
不明 － － －

※1：第四紀火山カタログ委員会編(1999)を引用

※2：文献中の階段図等から読み取った値

　注）DREに換算されている場合は斜体で表記した

引用文献

*1：Kamata, H. and Kobayashi, T. (1997):The eruptive rate and history of Kuju volcano in Japan during the past 15,000 years．Journal of Volcanoligy and Geothermal Research，76，

pp.163－171.

*2：鎌田浩毅（1997）：宮原地域の地質．地域地質研究報告，5万分の1地質図幅，1－127p.

*3：鎌田浩毅，小林哲夫（1992）：九重火山の地質と完新世における噴火活動史．日本地質学会講演要旨，p.415.

*4：伊藤順一，星住英夫，川辺禎久，鎌田浩毅（1997）：過去5000年間に九重火山で発生した小規模噴火．日本火山学会講演予稿集，P22.

*5：奥野 充，長岡信治，小林哲夫（2012）：九重火山の噴火史研究（レビュー）．名古屋大学加速器質量分析計業績報告書，ⅩⅩⅢ，03，pp.164－170.

*6：奥野 充，長岡信治，國分陽子，中村俊夫，小林哲夫（2013）：九重火山中央部の火砕流堆積物の放射性炭素年代．日本学会講演予稿集，B2-01．

*7：奥野 充，中村俊夫，鎌田浩毅，小野晃司，星住英夫（1998）：九重火山，飯田火砕流堆積物の加速器14C年代，火山，43，7，pp.75－79.

*8：奥野 充，稲永康平，高島 勲，鮎沢 潤，鎌田浩毅，小林哲夫（2006）：九重火山，九住山系の熱ルミネッセンス年代測定．日本火山学会講演予稿集，A01.

*9：鎌田浩毅，檀原 徹，伊藤順一，星住英夫，川辺禎久（1998）：九重火山起源の宮城・下坂田・飯田火砕流堆積物のジルコンのフィッション・トラック年代．火山，43，2，pp.69－73.

*10：星住英夫，松本哲一，川辺禎久，廣田明成（2013）：九重火山中西部の発達史とK-Ar年代．日本火山学会講演予稿集，P36.

*11：鎌田浩毅，星住英夫，小林哲夫（1996）：九重火山の最近1.5万年間の噴火史及び噴出量の変化．日本地球惑星科学連合講演要旨，F11-04.

*12：長岡信治，奥野 充（2014）：九重火山のテフラ層序．月刊地球，36，8，pp.281－296.

*13：川辺禎久，星住英夫，伊藤順一，山崎誠子（2014）：九重火山地質図-噴火史の再構築-．日本火山学会講演予稿集，P1-16，pp.134.

*14：須藤 茂，猪股隆行，佐々木 寿，向山 栄（2007）：わが国の降下火山灰データベース．地質調査研究報告，58，9/10，pp.261－321.

・放射年代：◎:査読付論文，○:講演要旨等，

　△:層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿,時間間隙を均等分配,層序：

　●:上下層が放射年代で規定,▲:上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎

信頼度

◎>○>△

第1期

(200ka〜

54ka
*13

)

第2期

(54ka
*13

)

85±4ka

83±3ka

220±80ka

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

*10

*13

*13

○

○

○

35ka〜90(Aso4)

>32,300yBP

23,030±1170yBP

35,000±8000yBP

35-30ka

>40ka

31,910±50

53,520±1140yBP

70-80ka

50ka

0.074±0.026Ma

0.083±0.03Ma

14C年代，層序

引用(14C年代)

引用(14C年代)

引用(U-Th年代)

引用(層序)

引用(14C年代)

引用(14C年代)
14C年代

引用(FT年代)

引用，層序，14C

FT年代

FT年代

*2

*2

*2

*2

*2

*5

*2

*6

*6

*7

*9

*9

●

△

△

△

▲

○

△

○

△

○

△

△

5

(pfl)

12
(総計)

6.2

(pfa)

2.03

(pfa)

0.41
(Kj-D)

安山岩〜

デイサイト

黒岩山火山

引用(層厚と面積:復元)

根拠未記載

根拠未記載

GIS算出体積

根拠未記載

○

△

△

○

△

*2

*6

*12

*14

*12



第 25－2 表（2） 活動履歴帳票（九重火山） 

25.九重火山

表 九重火山の層序表（鎌田，1997）

図 九重火山の層序図（Kamata and Kobayashi,  1997）

図 九重火山の地質図（鎌田，1997）



第 25－3 表 既存文献における噴出量－時間階段図（九重火山） 

No マグマ種類 年代
体積

(DRE km3)

1 － 1.6ka 0.1

－ 1.6ka 1.6

2 玄武岩 2ka 0.04

3 安山岩 4-2ka 0.05

－ 4-2ka 0.92

4 － 5-4ka 0.09

－ 5-4ka 0.04

デイサイト 5-4ka 0.06

デイサイト 5-4ka 0.06

デイサイト 5-4ka 0.19

5 － 6-5ka 0.21

－ 6-5ka 0.12

－ 6-5ka 0.62

－ 6-5ka 0.11

6 安山岩 7ka 0.3

－ 7ka 0.61

7 － 12-10ka 0.13

安山岩 12-10ka 0.12

安山岩 12-10ka 0.09

安山岩 12-10ka 0.56

安山岩 12-10ka 0.84

安山岩 12-10ka 1.2

安山岩 12-10ka 0.05

安山岩 12-10ka 0.1

8 － 16-11ka 0.1

－ 16-11ka 0.15

－ 16-11ka 0.37

－ 16-11ka 0.06

9 デイサイト 16-14ka 0.24

米窪安山岩質降下火山灰（KA）

寒ノ地獄火砕流堆積物（Knp） 火砕流（ブロックアンドアッシュフロー） 引用（14C年代，層序） 地質調査結果 暦年較正済み

引用（14C年代，層序）

地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

暦年較正済み

暦年較正済み

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

暦年較正済み

暦年較正済み

地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

暦年較正済み引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

暦年較正済み地質調査結果

暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み

地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

噴出量-時間階段図中の年代値(一覧表)

根拠

地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

備考

暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み

大船南溶岩（Ts）

段原降下スコリア（DS）

噴出量-時間階段図

25.九重火山

岩井川岳溶岩（Iw）

引用文献

Kamata and Kobayashi(1997)

噴出物名称

黒岳火砕流堆積物（Ktp）

黒岳溶岩（Kt）

米窪玄武岩質降下スコリア（KB）

段原溶岩（Db）

肥前ヶ城溶岩（Hz）

扇ヶ鼻溶岩（Og）

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

根拠噴火様式

火砕流（ブロックアンドアッシュフロー）

溶岩流

降下スコリア，火山弾

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

湯沢山溶岩（Yz）

九住山溶岩（Kj）

A1降下火山灰

松の台高温岩屑なだれ堆積物(Mdp)

泉水山溶岩（Sn）

大船北部溶岩（Th)

岳麓寺溶岩（Gr）

立中山溶岩（Tc）

A2降下火山灰

星生山溶岩（Hn）

九重中岳溶岩（Na）

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

地質調査結果

地質調査結果

星生北溶岩（Hk）

展望台溶岩（Te）

平治岳降下スコリア（HS）

地質調査結果

地質調査結果 暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み

引用（14C年代，層序）

暦年較正済み

暦年較正済み

地質調査結果

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み

暦年較正済み

地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

地質調査結果

降下火山灰

溶岩流

降下スコリア，火山弾

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

降下火山灰

溶岩流

引用（14C年代，層序）

降下スコリア，降下火山灰

溶岩流

溶岩流

溶岩流

平治岳溶岩（Hj）

台の山溶岩（Da）

男池溶岩（Oi） 引用（14C年代，層序）

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

岩屑なだれ

降下火山灰

溶岩流

溶岩流

溶岩流三俣山溶岩（Mm）

溶岩流

溶岩流

引用（14C年代，層序）

引用（14C年代，層序）

0.2Ma 現在

全活動期間

(中野ほか編,2013)

(西来ほか編,2014)

噴出量-時間階段図
の対象期間
(Kamata and Kobayashi，

1997)

0.1Ma

0.015Ma

0.2Ma

1

2

3

4

5

6

7

8
9



第 25－4 表 収集文献リスト（九重火山）
25

噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

25-a
伊藤順一，星住英夫，川辺禎久，

鎌田浩毅
1997 過去5000年間に九重火山で発生した小規模噴火

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A

(
14
C)

○ × × × －

25-b 井村隆介，鎌田浩毅 1996 九重火山の歴史時代の活動記録の再検討 地学雑誌 × × － ○ C × × ○ × －

25-c 奥野 充 2002 水蒸気噴火の噴火史研究
金沢大学文学部

地理学報告
× ○ a ○ D ○ ○ ○ × － 水蒸気噴火

25-d
奥野 充，中村俊夫，鎌田浩毅，

小野晃司，星住英夫
1996 九重火山の飯田火砕流堆積物に関する試料の加速器14C年代

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A

(14C)
○ × × × －

25-e
奥野 充，中村俊夫，鎌田浩毅，

小野晃司，星住英夫
1997 九重火山の飯田火砕流堆積物に関する試料の加速器14C年代

名古屋大学

紀要
× ○ c ○

A

(
14
C)

○ × × × －

25-f
奥野 充，中村俊夫，鎌田浩毅，

小野晃司，星住英夫
1998 九重火山，飯田火砕流堆積物の加速器14C年代 火山 × ○ c ○

A

(
14
C)

○ × × × －

25-g
奥野 充，稲永康平，高島 勲，

鮎沢 潤，鎌田浩毅，小林哲夫
2006 九重火山，九住山系の熱ルミネッセンス年代測定

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A,D

（TL)
× × × × －

25-h 奥野 充，長岡信治，小林哲夫 2012 九重火山の噴火史研究
名古屋大学加速器質量

分析計業績報告書
× ○ c ○

A,B,D

（
14
C,TL)

○ ○ × × －

25-i
奥野 充，長岡信治，國分陽子，

中村俊夫，小林哲夫
2013 九重火山中央部の火砕流堆積物の放射性炭素年代

日本火山学会

講演予稿集
× ○ e ○

A,D

（
14
C,TL)

○ × × × －

25-j 鎌田浩毅 1991 テフラの14C年代により明らかにされた九重火山の噴火史
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A,C,D

（
14
C)

○ × ○ × －

25-k 鎌田浩毅 1997 宮原地域の地質　
地域地質研究報告

5万分の1地質図幅

○

(●,■)
○ a，e ○ B,D ○ ○ ○ ○ －

25-l 鎌田浩毅 1997 九重火山の火山地質学
日本地質学会

講演要旨集

○

(●,■)
○ c,e ○ D ○ × × × －

25-m 鎌田浩毅，小林哲夫 1991 大分県九重火山の地質と層序
日本地質学会

講演要旨集
× ○ e ○

A,B

（
14
C)

○ × × × －

25-n 鎌田浩毅，小林哲夫 1992 九重火山の地質と完新世における噴火活動史
日本地質学会

講演要旨集
× × － ○

A,C

（
14
C)

○ × ○ × －

25-o 鎌田浩毅，小林哲夫 1996 九重火山の地質と噴火史
日本地質学会

講演要旨集
× × － ○

A,B

（14C)
× ○ × × －

25-p Kamata, H. and Kobatashi, T. 1997
The eruptive rate and history of Kuju volcano in Japan during the past

15,000 years

Journal of

Volcanoligy and

Geothermal Research

◎

(●,■)
○ a ○ D ○ ○ ○ × － 階段図：最近1万5千年

25-q 鎌田浩毅，星住英夫，川辺禎久 1995
九重火山の噴火史と最近1.5万年間の噴出量の変化

-活火山地域の地質図幅調査による研究成果の一例-
地質ニュース

○

(●,■)
○ c ○ D ○ ○ × × －

25-r 鎌田浩毅，星住英夫，小林哲夫 1996 九重火山の最近1.5万年間の噴火史及び噴出量の変化
日本地球惑星科学連合

講演要旨

○

(●,■)
○ e ○ D,F × × ○ × －

25-s
鎌田浩毅，檀原 徹，伊藤順一，

星住英夫，川辺禎久
1997 九重火山起源の宮城・下坂田・飯田火砕流堆積物の噴出年代

日本火山学会

講演予稿集
× ○ e ○

A

（FT)
○ × × × －

25-t
鎌田浩毅，檀原 徹，伊藤順一，

星住英夫，川辺禎久
1997 九重火山起源の火砕流堆積物のジルコンのフィッション・トラック年代

日本地質学会

講演要旨集
× ○ e ○

A

（FT)
○ × × × －

25-u
鎌田浩毅，檀原 徹，伊藤順一，

星住英夫，川辺禎久
1998

九重火山起源の宮城・下坂田・飯田火砕流堆積物のジルコンの

フィッション・トラック年代
火山 × ○ c ○

A,D

(FT)
○ × × × －

25-v
京都大学，京都フィッション・トラック，

地質調査所
1998 フィッション・トラック年代から推定される九重火山起源の火砕流の噴出年代

火山噴火予知連絡会

会報
× × － ○

A,D

(FT)
× × × × －

25-w 高橋正樹，小林哲夫　編 1999 2.九重火山　333年ぶりに目覚めた溶岩ドーム連なる活火山
フィールドガイド

日本の火山5
× × － ○ F ○ ○ ○ × －

25-x
星住英夫，松本哲一，川辺禎久，

廣田明成
2013 九重火山中西部の発達史とK-Ar年代

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A

（K-Ar）
× × × ○ －

25-y 川辺禎久，星住英夫 2012 九重火山群・大船山火山の噴火史と岩石
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ D ○ × × ○ －

25-z 川辺禎久，星住英夫，伊藤順一，山崎誠子 2014 九重火山地質図－噴火史の再構築－
日本火山学会

講演予稿集

○

(●,■)
○ e ○

A,D

(14C,K-Ar)
○ ○ × × － 階段図：ポスターに記載

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明

九重火山-1-

No 著者 発行年 題名 雑誌名

記載事項の有無

備考
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噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

25-A 太田岳洋 1991 九重火山群，東部及び中部域の形成史 岩鉱 × ○ c,e ○ B,D ○ ○ ○ ○ －

25-B 地質調査所 1995 古文書に見られる九重火山の噴火
火山噴火予知連絡会

会報
× × － ○ D × × × × －

25-C 地質調査所 1995 九重火山の噴火史と最近1.5万年間の噴出量の変化
火山噴火予知連絡会

会報

○

(●,■)
○ e ○ F ○ ○ × × －

25-D 地質調査所 1996 九重火山南麓に分布する小規模火砕流堆積物とその14C年代
火山噴火予知連絡会

会報
× × － ○

A

（14C）
○ × × × －

25-E 地質調査所 1996 九重火山山頂部で発生した小規模噴火の活動履歴
火山噴火予知連絡会

会報
× × － ○

A

（14C）
○ × ○ × －

25-F 地質調査所 1997 九重火山における小規模噴火の活動履歴
火山噴火予知連絡会

会報
× × － ○

A

（14C）
○ × ○ × －

25-G 長岡信治，奥野 充 2014 九重火山のテフラ層序 月刊地球 × ○ a ○ D ○ ○ × × －

25-H
Watanabe, K., Hayashi, M. and

Fujino, T.
1987

Fission track age of volcanoes in the Kuju volcanic region in

relation to geothermal activity
日本地熱学会誌 × ○ e ○

A

（FT)
× ○ × × －

25-I
須藤 茂，猪股隆行，佐々木 寿，

向山 栄
2007 わが国の降下火山灰データベース作成 地質調査研究報告 × ○ d ○ D × ○ × ×

分布を引用し

GISで算出

25-J 気象庁 編 2013 83.九重山
日本活火山総覧

（第4版）
× ○ c ○ D,E × ○ ○ ○ 近代観測

25-K 町田 洋，新井房夫 2011 新編　火山灰アトラス　日本列島とその周辺 東京大学出版会 × ○ a,c ○ A,B,C,D ○ ○ ○ ○ －

25-L

25-M

25-N

25-O

25-P

25-Q

25-R

25-S

25-T

25-U

25-V

25-W

25-X

25-Y

25-Z

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明

九重火山-2-

No 著者 発行年 題名 雑誌名

記載事項の有無

備考
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